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友
の
三
角
型
の
遺
物
が
南
部
福
祉
会
館
と
図
書
館
。
丸
い
屋
根
の
建
物
が
体
育
ア
リ
ー
ナ

福
祉
充
実
の
活
動
拠
点
と
な
る
南
部
福
祉
会
館
と
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
、
体
育

館
を
併
設
し
た
平
塚
市
で
初
め
て
の
複
合
施
設

「南
部
福
祉
会
館
」
を
建
設
し
ま
す
。
建
設
す
る
場

所
は
、

J
R東
海
道
本
線
南
側
の
海
に
近
い
袖
ケ
浜

(九
O
番
一
六
四
)
で
、
地
下

一
階
地
上
三
階

建
て
の
建
物
で
す
。
総
工
事
費
は
約
二
十
五
億
円
で
、

完
成
は
平
成
八
年
春
の
予
定
で
す
。

す
い
配
置
に
し
て
い
ま
す
。
メ

イ
ン
階
段
は
、
建
物
の
外
部
の

様
子
が
分
か
る
よ
う
な
演
出
を

行
っ
て
お
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
1
ル
や
廊
下
は
、
中
庭
や
外

部
を
見
下
ろ
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

地
下
一

階
地
上
三
階
に

複
合
施
設
で
あ
る
南
部
福
祉

会
館
は
、
地
下
一
階
に
機
能
回

復
訓
練
用
温
水
プ
l
ル
、
地
上

一
階
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
と
体
育
ア
リ
ー
ナ
、

二
階
に

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

三
階
に

図
書
館
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

南
部
福
祉
会
館
の
建
物
は
、

海
辺
に
建
つ
マ

υン
施
設
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
て
お
り
、
建
物
の

ラ
イ
ン
や
曲
線
は

「湘
南
ひ
ら

つ
か
七
夕
ま
つ
り
」
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

外
装
は
、
海
や
緑
と
調
和
す

る
磁
器
タ
イ
ル
を
採
用
し
、
屋

根
は
空
へ
の
溶
げ
込
み
と
軽
や

か
さ
を
取
り
入
れ
て
、
ス
テ
ン

レ
ス
や
ア
ル
ミ
を
用
い
て
い
ま

す。
建
物
の
内
部
に
は
、
各
施
設

の
共
通
部
円
で
あ
る
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
1
ル
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
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南部福祉会館複合施設の概要
地下 1階機能回復用温 水プール

地上 1階体育アリーナ

地上 1階 デイサービスセンター

地上 2階老人福祉センター

地上 2階図岱事務室等

地上 3階図自室

共用部分 EV・便所・ 空間等

延べ面積

ホ
ー
ル
、
メ
イ
ン
階
段
が
あ

り
、
建
物
の
中
央
に
配
置
し

て
、
各
施
設
を
利
用
す
る
人
が

混
乱
し
な
い
よ
う
、
分
か
り
ゃ

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
建

物
の
二
階
部
分
で
、
お
年
寄
り

の
健
康
増
進
や
教
盤
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
施
設
で
す
。
中
に
で

き
る
集
会
室
は
、
約
五
十
六
位

の
和
室
(
百
七
十
人
収
容
)
で
、

舞
台
が
付
い
て
お
り
、
カ
ラ
オ

ケ
や
舞
踊
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
浴
室
は
五
十

三
平
方
針
で
、
男
女
別
々
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
浴
室
か
ら
松

林
の
緑
が
楽
し
め
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
、
八
畳
と
六
畳
の
和
室

が
あ
り
、
囲
碁
や
将
棋
、
茶
道

を
行
う
部
屋
が
あ
り
ま
す
。

一
階
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は

一
階
で
、
浴
室
ゐ
一
時
房
、
重

日
常
動
作
訓
練
室
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
、
障
害
を
持
つ
お

年
寄
り
の
方
に
、
食
事
サ
ー
ビ

ス
や
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
場
所

で
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
づ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
木
製
の
内
装

材
を
使
用
し
て
、

柔
ら
か
い
空

間
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。
食

堂
は
、
十
五
人
以
上
を
対
象
に

給
食
を
行
い
、
日
常
動
作
訓
練

も
行
い
ま
す
。
浴
室
は
、
重
度

障
害
を
持
つ
お
年
寄
り
の
た
め

の
機
械
浴
槽
を
備
え
た
特
別
浴

室
と
、

手
す
り
と
入
浴
リ
フ
ト

の
つ
い
た

一
般
浴
室
が
あ
り
ま

す
。
厨
房
は
食
堂
の
給
食
サ
ー

ビ
ス
と
、
地
域
の
お
年
寄
り
の

た
め
に
、

一
日
六
十
食
の
給
食

宅
配
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

機
能
回
復
訓
練

用
温
水
プ
ー
ル

お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
の
ス
イ

ミ
ン
グ
等
に
使
用
し
て
い
た
だ

く
、
機
能
回
復
訓
練
用
温
水
ブ

ー
ル
は
、
幅
十
討
、
長
さ
十
五

討
の
ス
ロ
ー
プ
付
き
で
す
。
体

の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
プ

ー
ル
内
に
入
水
用
の
ス
ロ
ー
プ

を
設
置
し
た
り
、
ブ
ー
ル
サ
イ

ド
に
は
転
倒
防
止
策
も
つ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
水
の
抵

抗
、
水
圧、

浮
力
、
水
温
、
水

平
姿
勢
を
利
用
し
た
機
能
回
復

訓
練
の
設
備
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
め
ま
す
。

四
館
自
の
図
書
館
を

北
図
書
館
、
西
図
書
館
に
続

い
て
建
設
す
る
南
図
書
館
は
、

二
階
部
分
に
事
務
室
と
対
面
朗

読
室
を、

三
階
部
分
に

一
般
と

こ
ど
も
の
閲
覧
室
を
設
置
し
ま

す。
図
曹
館
の
特
徴
は
、
若
年
層

か
ら
の
要
望
が
多
い
映
像
情
報

を
提
供
す
る
た
め
の
A
V
ブ
ー

ス
の
設
置
や
、
障
害
者
や
高
齢

者
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
海
に
近
く
福
祉
会

館
内
と
い
う
こ
と
か
ら
、
お
年

寄
り
向
け
の
図
書
や
海
に
関
係

し
た
資
料
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

ま
た
、

三
階
と
い
う
利
点
を

考
え
、
本
を
読
み
な
が
ら
湘
南

の
海
が
一
望
で
き
る
よ
う
に
、

回
り
の
景
観
に
も
考
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。

地
区
体
育
館
を
併
設

市
民
の
み
な
さ
ん
が
身
近
な

場
所
で
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
親
し
ん
で
い
だ
こ

う
と
、
地
区
体
育
館
を
併
設
し

ま
す
。
体
育
館
は
公
民
館
に
建

設
し
て
い
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ

規
模
で
、
床
面
積
は
六
百
六
十

平
方
討
で
す
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
(
三
面
)
、
卓
球
な

ど
が
で
き
ま
す
。
そ
の
ほ
か
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
室
、
幼
児
室
、
更

衣
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

._ 
成人式で20歳の誓いを .6

成人式で4560人 を 代袋して 6人の実行

委員と製作した r20歳の寄 い」を読 む奥

脇真吾 さん(神大経済学 部)と、高橋七

重さん(盟徳大幼児教育専門学校)

奥脇さん(山下)と高橋さん(大神) 1・.す

こ
れ
ま
で
の
二
十
年

間
、
ふ
と
思
い
返
し
て
み

る
と
年
月
の
盟
み
に
深
い

感
慨
を
党
え
ま
す
。
そ
の

問、

一
人
で
大
き
く
な
っ

た
よ
う
な
感
じ
が
す
る
時

.... 
““ も

あ
り
ま
し
た
が
、
両
親

に
毎
日
の
身
の
回
り
の
世

話
を
し
て
も
ら
っ
た
こ

と
、
病
気
を
し
た
時
の
献

身
的
な
宿
病
、
先
生
方
の

励
ま
し
の
言
葉
、
社
会
の

人
々
の
温
か
い
見
守
り
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
社
会

の
た
め
、
人
の
た
め
、
そ

し
て
自
分
の
た
め
に
持
て

る
力
を
十
分
発
揮
し
て
い

く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
人
間
は
決
し
て

一
人

で
は
生
き
て
い
貯
な
い
と

い
う
こ
と
を
、
心
に
刻
み

生
き
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。二

十

一
世
紀
を
間
近
に

控
え
、
社
会
は
国
の
内
外

を
問
わ
ず
大
き
く
変
ぼ
う

し
て
き
て
い
ま
す
。
当

-
'
然
、
行
く
手
は
困
難
の
連

{.
 

続
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

心
を
大
き
く
持
ち
、
少
々

，e
eつ

の
失
敗
や
挫
折
に
く
じ
廿

ず
、
若
さ
を
前
面
に
行
動

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
を
は
ぐ
く
ん
で

く
れ
た
郷
土
平
塚
は
、
二

十
五
万
市
民
と
と
も
に
、

日
々
更
な
る
前
進
を
続
げ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、

「ベ
ル
マ
1
レ
平
塚
」
の

J
リ
ー
グ
加
盟
と
そ
の
大

躍
進
が
ど
れ
だ
貯
市
民
の

心
を
と
ら
え
、
感
動
を
与

え
た
か
は
計
り
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
は
、
私
た
ち

に
と
り
ま
し
で
も
、
大
き

な
支
え
と
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
負
け
ず

に
、
郷
土
平
塚
の
進
歩
、

発
展
の
た
め
に
、
力
強
く

精
一
杯
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。。

二
十
歳
の
讐
い
を
発
表

す
る
奥
脇
真
吾
さ
ん
は
、
今

競
馬
を
し
て
み
た
い
と
い

う
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
緑

を
残
し
な
が
ら
数
多
く
の

公
共
施
設
(
公
園
等
)
を

作
っ
て
ほ
し
い
と
望
む
。

高
橋
七
重
さ
ん
は
、
お
酒

を
飲
ん
で
み
た
い
。
そ
れ

に
、
若
者
が
楽
し
く
遊
べ

る
場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
語
っ
た

0

.，.
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(2) 

教
育
費
員
会
で
は
、
生
涯
学

習
公
開
講
座
の
受
講
生
を
募
集

す
る
。
対
象
は
原
則
と
し
て
三

回
と
も
受
講
で
き
る
方
で
、
定

員
は
先
着
順
に
百
五
十
人
。
な

お
、
第
二
回
だ
貯
の
受
講
生
も

募
集
す
る
(
先
岩
七
百
人
)
。

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
住

平成ア年寸用15日

r、

広報ひらつか

十

一
月
二
十
八
日
に
開
会
さ

れ
た
市
議
会
十
二
月
定
例
会

は
、
十
二
月
十
六
日
審
議
を
終

え
閉
会
さ
れ
た
。

今
議
会
の
初
日
に
は
、
十
一

横内、山城、 み な と に 続 き 4館目となる

大野子どもの家は、 4月にオープンする

月
に
環
境
厚
生
常
任
委
員
会
で

審
議
さ
れ
た
平
成
五
年
度
病
院

決
算
に
つ
い
て
認
定
し
、
そ
の

後
市
長
か
ら
提
出
議
案
に
つ
い

て
提
案
説
明
が
あ
っ
た
。
二
日

第 543望号

，、、

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て

一
月
三
十
日
(
月
)
ま
で

に
〒
加
平
塚
市
笠
原
町
二

l
二

十
一
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
(
電
話
お
|
八

一
二
三
)
へ。

マ
第
1
回
「
生
涯
学
習
が
あ

な
た
と
ま
ち
を
か
え
る
」
九
州

女
子
大
教
授
福
留
強
さ
ん
、

2
月
刊
日
(
金
)
午
後

2
時

:
3時
叩
分
、
美
術
館

マ
第
2
回
「
地
域
で
さ
さ
え

る
高
齢
社
会
」

N
H
K解
説
委

只
村
田
幸
子
さ
ん
、

2
月
刊

日
(
木
)
午
後
2
時

1
3時
却

分
、
中
央
公
民
館

マ
第
3
回

「

ト

l
ク
&
コ
ン

サ
ー
ト
毎
日
が
感
動
!
」
チ

タ
l
演
奏
家
内
藤
敏
子
さ

回
以
降
、
議
員
か
ら
の
質
問
を

行
い
、
審
議

・
裁
決
の
結
果
、

提
出
さ
れ
た
二
十
二
議
案
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
最
終
日
に
は
議
員
提

案
も
行
わ
れ
、
市
議
会
の
議
員

定
数
を
三
十
六
人
か
ら
三
十
四

人
に
減
ら
し
た
。

な
お
、
初
日
に
提
案
さ
れ
た

平
成
五
年
度
決
算
に
つ
い
て

は
、
先
例
に
な
ら
い
継
続
審
査

と
し
た
。

主
な
議
案
は
、
次
の
と
お
り

0

・
平
塚
市
議
会
の
議
員
定
数
を

減
少
す
る
条
例
の
一
部
改
正

二
十
一
議
員
か
ら
提
案
さ
れ

定
数
を
三
十
六
人
か
ら
三
十
四

人
に
減
ら
し
た
。
こ
の
条
例
は

ん、

2
月
お
臼
(
土
)
午
後
6

時
叩
分
5
8時
初
分
、
美
術
館

国
際
理
解
講
座

?
月
例
日
ま
で

国
連
・
子
供
の
権
利
条
約
へ

の
批
准
を
機
に
、
「
子
ど
も
の
居

場
所
と
地
域
社
会

1
世
界
の
子

ど
も
が
力
一
杯
生
き
て
い
く
た

め
に

5
」
と
題
し
た
講
座
を
聞

く
。
申
し
込
み
は
、
一
月
三

十
一
日
(
火
)
ま
で
に
、
は
が

き
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
〒

加
平
塚
市
浅
間
町
九
|
一
平

塚
市
国
際
交
流
協
会
(
フ
ァ
ッ

ク
ス
お
l
九
四
六
七
)
へ
。

マ
日
時

2
月
口
臼

3
3月
7

日
ま
で
の
火
・
金
曜
日
(
全
6

回
)
、
午
後
7
時
3
8時
却
分

マ
会
場

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ

J

第
1
会
議
室

(M
Nピ
ル
)

次
の

一
般
選
挙
か
ら
施
行
さ
れ

る。av平
塚
市
個
人
情
報
保
護
条
例

市
の
機
関
が
保
有
す
る
個
人

情
報
の
開
示
、
訂
正
等
を
求
め

る
個
人
の
権
利
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
個
人
の
権
利
利

益
の
侵
害
の
防
止
を
図
り
、
基

本
的
人
権
の
擁
護
お
よ
び
公
正

で
民
主
的
な
市
政
の
運
営
に
寄

与
す
る
た
め
制
定
す
る
も
の
。

・
平
塚
市
の
子
ど
も
の
家
の
設

置
お
よ
び
管
理
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

現
在
建
設
を
進
め
て
い
る

「大
野
子
ど
も
の
家
」
を
今
年

四
月
に
開
設
す
る
に
あ
た
り
、

名
称
な
ど
を
定
め
た
も
の
。

補
正
予
算
は

一
般
会
計
の
補
正
額
は
九
億

三
千
二
百
四
十
三
万
四
千
円

で
、
予
算
規
模
は
七
百
三
十
七

億
三
千
百
四
十
万
四
千
円
と
な

っ
た
。

奨
学
生
を
募
集
す
る

教
育
委
員
会
で
は
、
高
等
学

校
に
進
学
す
る
学
生
に
対
し
て

奨
学
金
制
度
を
設
貯
て
い
る
。

支
給
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

二
月
十
五
日
(
水
)
ま
で
に
在

守
仙

νωT納
χω
、納

νωv凶
vω可
納
y
h岨

マ
参
加
料
五
百
円
(
資
料
代
)

マ
定
員
持
人
(
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
交
流
親
善

課
(
内
線
五
九
七
)

生
活
学
校
大
会

生
活
学
校
連
絡
会
で
は
、
今

年
度
の
テ
1
マ
「
米
」
に
つ
い

て
の
講
演
と
、
各
校
の
活
動
発

表
な
ど
を
行
う
生
活
学
校
大
会

を
聞
く
。
入
場
自
由
な
の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
場
を
。

マ
日
時

2
月
9
日
(
木
)
午

後
1
時
日
分

5
4時

マ
場
所
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
第
2
会
議
室
(
M
N
ピ
ル
)

マ
講
演
「
食
管
法
の
そ
の
後
と

お
米
の
問
題
」

・
講
師
県
消
費
生
活
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
原
田
和
子
さ
ん

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育

課
(
電
話
お
|
八
一

二
三
)

籍
(
出
身
)
中
学
校
に
申
請
を
。

マ
支
給
条
件
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
て
い
る
こ
と
①
平

塚
市
民
で
あ
る
②
市
内
の
中

学
校
を
卒
業
し
、
今
年
高
等
学

校
に
進
学
す
る
③
学
資
の
支

払
い
が
困
難
で
あ
る
④
学
業

成
績
と
品
行
が
良
い
⑤
ほ
か

の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

伊
豆
半
島
の
中
央
部
、
三
方

を
天
城
連
山
に
固
ま
れ
た
市
民

休
養
の
郷
・
天
城
湯
ケ
島
町
に

あ
る
「
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘
」
。

豊
か
な
自
然
や
ス
ポ
ー
ツ
、
温

泉
な
ど
を
楽
し
め
る
施
設
と
し

て
た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ

ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

通
常
の
利
用
申
し
込
み
は
、

(
生
活
福
祉
資
金
、
母
子
福
祉

資
金
は
除
く
)

マ
支
給
額
月
額
一
万
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
学
務
課
学

事
係
(
内
線
五
三
ニ
)

公
共
施
設
情
報

シ
ス
テ
ム
休
み

一
月
二
十
七
日
(
金
)
か
ら

二
十
九
日
(
日
)
ま
で
、
保
守

点
検
の
た
め
公
共
施
設
情
報
シ

ス
テ
ム
に
よ
る
体
育
館
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
利
用
申
し
込
み
が
で
き
な
く

な
る
の
で
ご
注
意
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
見
附
台
体

育
館
(
電
話
回

i
一ニ

O
五
七
)
、

ま
た
は
総
合
公
園
管
理
事
務
所

(
電
話
お

l
ニ
二
三
三
)
へ
。

中
小
企
業
に
利

子
補
給
を
す
る

市
で
は
、
中
小
企
業
の
経
営

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
融
資

に
伴
う
借
入
利
息
に
対
し
て
一

定
の
補
助
(
利
子
補
給
)
を
行

う
制
度
を
設
け
、
申
踏
を
受
け

付
凶
り
て
い
る
。

対
象
や
内
容
な
ど
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
を
。

マ
商
業
関
係
の
方
商
業
観
光

課
(
内
線
五
四
八
)

マ
工
業
関
係
の
方
工
業
労
政

課
(
内
線
五
五

O
)

※
締
め
切
り
は
1
月
白
日
(
火
)

入
賞
人
権
作
文

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン

テ
ス
ト
神
奈
川
県
大
会
が
行
わ

れ
た
。
県
内
四
万
六
千
九
百
六

十
一
編
の
応
募
の
中
か
ら
入
賞

さ
れ
た
市
内
の
方
は
次
の
と
お

り
。

(

敬

称

略

)

・
金
賞

「
浮
浪
者
の
人
た
ち

に
つ
い
て
」
佐
々
愛
子
(
太
洋

中
3
年
)

・
銅
賞
有
泉
八
恵
(
大
住
中

3
年
)
、
木
村
理
恵
・
佐
野
愛

(
大
野
中

3
年
)
、
古
正
景
子

(
春
日
野
中

3
年
)
、
遠
藤
肺

造
(
金
目
中
3
年
)
、
金
子
仁

義
・
中
村
容
子
(
神
田
中

3

年
)
、
小
川
由
紀
子
(
金
旭
中
2

夏
休
み
・

2
月

1
日
か
ら
受
付

ひらつか天城山荘

六
か
月
前
の
一
日
か
ら
電
話
で

受
げ
付
け
て
い
る
が
、
夏
休
み

期
間
中
(
七
月
二
十
一
日

5
八

月
三
十
一
日
)
は
利
用
希
望
者

が
多
い
の
で
、
申
し
込
み
は
往

復
は
が
き
で
受
目
付
け
る
。

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
人
数
(
大
人

・
小

人
)
、
宿
泊
目

(
O日
か
ら

O
泊

0
日
間
)
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

利
用
の
有
無
を
記
入
し
て
、
岡

山
荘
へ
。
な
お
、
受
け
付
け
期

間
は
、

二
月
一
日
か
ら
三
月
三

年
)
、
鈴
木
麻
衣
子
(
神
明
中
3

年
)、
堀
口
麻
佑
子
(
太
洋
中
3

年
)
、
柴
田
真
理
子
(
土
沢
中
3

年
)
、
富
永
洋
子
(
浜
岳
中
2

年
)
、
小
西
孝
子
(
横
内
中
3

年
)
、
有
滞
美
緒
(
旭
陵
中

3

年
)

明
る
い
選
挙
の

会
員
を
募
集
中

明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
を
推

進
す
る
一
般
有
権
者
の
集
ま
り

で
あ
る
平
塚
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
で
は
、
会
員
を
募
集

し
て
い
る
。

申
し
込
み
は
、
一
T
加
平
塚
市

浅
間
町
九
l
一
平
壕
市
選
挙

管
理
委
員
会
事
務
局
内
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
へ
。

選
挙
標
語
の
結
果

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で

は
、
選
挙
啓
発
標
語
を
募
集
し

た
。
応
募
二
十
点
。
(
敬
称
略
)

・
最
優
秀
賞
呼
び
か
廿
ょ
う

い
つ
も
心
に
正
し
い
選
挙

亀
井
増
子

(
代
官
町
)

十
一
日
(
当
日
消
印
有
効
)
ま

で
。
抽
選
結
果
の
通
知
は
五
月

上
旬
の
予
定
。

マ
ひ
ら
つ
か
天
城
山
荘

〒

ωー
ロ
静
岡
県
田
方
郡

天
城
湯
ケ
島
町
上
船
原
一
一

一一

O
l
一
(
電
話
O
五
五
八

l
u

-
-
O五
O
)

・
定
員
日
人
(
一
般
室
8
室、

家
族
室
4
室
)

-
ス
ポ
ー
ツ
施
設
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
場
、
野

球
場
、
体
育
館
な
ど

・
宿
泊
料
金
一
般
室
大
人

四
千
九
百
二
十
五
円
・
小
人
四

千
四
百
五
円
、
家
族
室
大
人

五
千
四
百
三
十
五
円

・
小
人
四

千
九
百
二
十
五
円
(
一
泊
二
食

サ
ー
ビ
ス
料
込
み
)

市
民
相
談
室

(市
役
所

)
n
i
-
-
一
一
・
内
線
ニ
九
三

O
人
権
法
律
相
談
・行
政
相
談

1
月
口
日
(
火
)
、
2
月
7
日
(
火
)

日
時
S
M時

。
一
般
法
律
相
談
毎
週
水
曜
日
日
時
i
M時
、
予
約
制

。
登
記
供
託
測
量
相
桜
2
月
日
臼
(
金
)
日
時
5
M時

。
住
宅
担
説

1
月
口
臼
(
火
)
、
2
月
幻
貝
火
)
日
時
1

日
時

。
発
明
考
案
特
許
相
股

2
月
6
日
(
月
)
叩
時
1
日
時

。
下
摘
取
引
相
談

1
月
四
日
(
木
)
、

2
月
日
日
(
木
)
日
時
却

分
S
M時

。
定
例
年
金
相
験

2
月
9
日
(
木
)
刊
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
談

毎
週
金
昭
日
9
時
5
M時

。
一
般
市
民
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
S
M時

青
少
年
相
談
室

(市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
三
一
一

O
青
少
年
相
股
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
i
M時

。
悩
み
ご
と
は
砂
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
l
七
八
三
O

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
3
M時
却
分
(
土
曜

日
は
日
時
5
日
時
却
分
)

福
祉
会
館
お

l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談

2
月
9
日
(
木
)

日
時
却
分
5
日
時
却
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
桜
毎
週
月
1
金
曜
日
8
時
却
分
1
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
般
毎
週
月
5
金
曜
日
8
時
叩
分
1
口
時

。
結

婚

相

談

毎

週

日
曜
日
叩
時
5
日
時
(
第
3
日
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
餓

毎

週

月

t
金
曜
日
9
時
1
M時

。
家
庭
児
童
相
股
毎
週
月
5
金
隔
日
9
時
3
同
時

。
婦
人
相
談

2
月
9
日
(
木
)
叩
時
3
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
談

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
叩
分
i
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
響
小
学
校
北
側
)

話
l
六
O
一一一

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
5
口
時
(
電
話
に
よ

る
相
談
は
毎
週
月
3
土
昭
日
9
時
1
口
時
)
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妙
覚
寺
田
脚
門

市

・
県
民
税
の
申
告
の
受
廿

付
け
は
、
二
月
一
日
(
水
)
か

ら
始
ま
る
。
三
月
に
入
る
と
窓

口
が
混
雑
す
る
の
で
「
申
告
曹

の
岱
き
方
」
や
「
前
年
の
控
え
」

な
ど
を
参
考
に
し
て
早
め
に
申

告
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

広報ひらつか

申
告
が
必
要
な
人

平
成
七
年
一
月
一
日
現
在
、

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
税
務
署

へ
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

必
要
が
な
い
次
の
人
。

マ
昨
年
中
に
給
与

・
事
業

・
民

業
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
所
得
が

あ
っ
た
人

マ
大
工
・
左
官
な
ど
の
日
雇
い

賃
金
の
あ
っ
た
人

マ
年
金
や
恩
給
な
ど
の
あ
っ
た

人
な
お
、
平
成
七
年
一
月
一
日

現
在
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
人

で
も
市
内
に
家
屋
敷
や
庖
舗
、

事
務
所
な
ど
を
所
有
し
て
い
る

人
は
申
告
が
必
要
と
な
る
。

給
与
所
得
者
で

申
告
が
必
要
な
人

マ
市
・
県
民
税
が
給
与
か
ら
天

引
き
さ
れ
ず
、
個
人
で
納
付
す

る
人

(勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

問い合わせ先

市 民税課 (内線 269)

報
告
哲
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い

る
場
合
は
不
要
)

マ
こ
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

悶
て
い
る
人
や
、
給
与
以
外
に

も
所
得
が
あ
る
人
で
確
定
申
告

を
す
る
必
要
が
な
い
人

マ
昨
年
中
に
退
職
し
て
、
そ
の

後
就
職
し
て
い
な
い
人

マ
源
泉
分
離
課
税
を
選
択
し
て

い
る
株
式
の
配
当
所
得
の
あ
る

人マ
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
と

な
っ
て
い
る
人

申
告
が
不
要
な
人

マ
税
務
署
へ
確
定
申
告
す
る
人

マ
給
与
所
得
者
で
ほ
か
に
収
入

が
な
く
市

・
県
民
税
が
給
与
か

ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人

申
告
に
必
要
な
も
の

マ
申
告
白
と
印
鑑

マ
源
泉
徴
収
票
か
給
与
明
細

な
ど

マ
収
入
経
費
の
分
か
る
帳
簿
や

支
払
調
書
、
領
収
告
な
ど

マ
昨
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

平 成フ年オ月 15日(3 ) 

昭
和
二
十
四
年
一
月
二
十
六

日
、
奈
良
県
旭
川
川
町
に
あ
る
法

隆
寺
の
金
堂
が
火
災
に
遭
い
、

千
年
以
上
も
大
切
に
守
ら
れ
て

き
た
文
化
財
(
壁
画
)
が
焼
損

し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
火
災
を

教
訓
に
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
件
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
一
月

二
十
六
日
を
文
化
財
防
火
デ
1

(
文
化
庁
・消
防
庁
)
と
定
め
、

毎
年
金
国
各
地
で
文
化
財
防
火

運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
市
内
に
は
国
指
定
重

要
文
化
財
を
始
め
数
多
く
の
文

化
財
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
市

で
も
毎
年
と
の
臼
に
合
わ
せ
て

園
、
県
、
市
指
定
の
文
化
財
が

防
火
基
準
に
あ
っ
て
い
る
か

の
、
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
特
に
起
き
や
す
い
時
期
で
あ

る
。
私
た
ち
の
文
化
の
礎
と
な

の
領
収
官
や
生
命
保
険
料
の
支

払
証
明
哲
な
ど

保
険
料
の
控
除

昨
年
中
に
病
気
な
ど
で
多
額

の
医
療
費
を
支
払
っ
た
り
、
国

民
健
康
保
険
税
や
生
命
保
険
料

な
ど
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
申

告
に
よ
り
控
除
さ
れ
る
。

早
め
に
還
付
申
告

二
月
一
日
か
ら
所
得
税
の
還

付
申
告
を
受
け
付
け
る
。
十
六

日
以
降
は
大
変
込
み
合
う
の
で

申
告
は
お
早
め
に
。

巡
回
申
告
受
付

市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
市

役
所
市
民
ホ
ー
ル
以
外
に
、
次

の
会
場
で
も
受
け
付
切
る
。

マ
期
日
・
会
場

・
2
月
幻
自
(
火
)
神
田
公
民
館

.
2月
幻
日
(
水
)
盟
国
公
民
館

.
2
月
幻
自
(
木
)
金
田
公
民
館

.
2
月
M
日
(
金
)
吉
沢
公
民
館

.
2
月
M
日
(
金
)
城
品
公
民
館

.
2
月
お
臼
(
火
)
旭
北
公
民
館

.
3
月
1
日
(
水
)
金
自
公
民
館

.
3
月
2
臼
(
木
)
岡
崎
公
民
館

マ
時
間
午
前
9
時

1
日
時
叩

ロ
の
準
備
を

受
付
は
2
月
日
日
i
3
月
日
日

申
告
が
必
要
な
人

マ
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な

ど
の
あ
る
人
で
、
各
種
の
所
得

金
額
の
合
計
が
扶
養
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
額
を
超
え
て
い
る

人マ
給
与
所
得
の
あ
る
人
で

・
平
成
六
年
中
の
給
与
の
収
入

金
額
が
一
千
五
百
万
円
を
超
え

る
人

・
給
与
以
外
の
所
得
が
二
十
万

円
を
超
え
る
人

る
文
化
財
を
大
切
に
し
、
災
害

か
ら
守
る
よ
う
心
掛
け
よ
う
。

消
火
栓
の
近
く

は
駐
車
禁
比
/

消
火
活
動
の
基
本
は
消
火
栓

な
ど
消
防
水
利
の
確
保
。
と
こ

ろ
が
、

そ
の
近
く
に
乗
用
車
な

ど
が
止
ま
っ
て
い
る
と
消
火
活

動
も
遅
れ
、
被
害
も
増
大
し
て

し
ま
う
。
消
防
水
利
の
近
く
に

は
車
を
止
め
な
い
よ
う
お
互
い

に
注
意
し
よ
う
。

-
給
与
を
ニ
か
所
以
上
か
ら
受

貯
て
い
る
人

還
付
を
受
け
る
人

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
医
療
賀
控

除
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
な

ど
の
あ
る
人
や
源
泉
徴
収
さ
れ

た
所
得
税
が
納
め
過
ぎ
の
人
は

還
付
を
受
り
る
た
め
の
申
告
が

で
き
る
。

還
付
申
告
は
一
月
か
ら
税
務

署
で
受
廿
付
目
て
い
る
の
で
、

早
め
に
申
告
を
。

申
告
の
説
明
会

県
・
市
・
平
塚
税
務
署
合
同

の
申
告
説
明
会
が
聞
か
れ
る
。

マ
日
時

2
月
1
日
(
水
)
午

後
2
時

5
4時

分
(
城
島
公
民
館
は
午
後
2
時

5
4時
)

税
法
の
一
部
改
正

地
方
税
法
の

一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
成
立
し
、
退
職
所
得

に
対
す
る
住
民
税
の
税
率
が
改

正
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
平

成
七
年
一
月
一
日
以
降
に
退
職

さ
れ
る
方
に
は
新
し
い
税
率
が

適
用
さ
れ
る
。
事
業
主
の
方
は

税
額
計
算
等
に
つ
い
て
ご
協
力

を。

な
お
、
手
引
曹
を
ご
希
望

の
事
業
所
は
市
民
税
課
特
別
徴

収
係
(
内
線
二
七
三
)

へ。

マ
会
場
ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ

ラ
ザ
第

2
会
議
室

(M
N
ピ
ル

日
階
)

マ
内
容
所
得
税
、
消
費
税
、

事
業
税
、
住
民
税
の
申
告
書
の

由
き
方無

料
相
談
開
く

税
理
士
会
平
塚
支
部
で
は
、

無
料
申
告
相
談
を
行
』っ。

マ
還
付
相
談

・日
程

2
月
2
臼
(
木
)、

3

日
(
金
)

・
時
間
午
前
9
時
却
分

i
u

時
、
午
後
1
時
5
3時
却
分

・
会
場
市
役
所
市
民
ホ
1
ル

マ
小
規
模
事
業
者
の
相
談

・日
程

2
月
日
日
(
木
)
、
口

日
(
金
)
、
初
日
(
月
)

・
時

間

午

前

9
時
加
分

i
u

時
、
午
後
1
時

5
3時
却
分

・
会
場
市
役
所
市
民
ホ
1
ル

所
得
税
の
減
税

平
成
六
年
分
の
所
得
税
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
な
人
は
確
定

申
告
に
よ
っ
て
特
別
減
税
が
適

用
さ
れ
る。

・
給
与
収
入
金
額
が
一
千
五
百

万
円
を
超
え
る
人

・
年
の
途
中
で
退
職
し
年
末
調

整
を
受
貯
な
か
っ
た
人
や
退
職

所
得
の
あ
る
人
な
ど

※
特
別
減
税
額
は
、
所
得
税
額

の
初
%
相
当
額
(
最
高
二
百
万

円
)
が
控
除
さ
れ
る
。
詳
し
く

佳
毛
用
地
の
変
更
は

土
地
に
か
か
る
固
定
資
産
税

の
う
ち
、
住
宅
の
敷
地
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
る
二
百
平
方

M

以
下
の
宅
地
の
課
税
標
準
額
は

六
分
の
一
と
な
り
、
二
百
平
方

針
を
超
え
る
宅
地
の
際
税
標
準

額
は
三
分
の
一
と
な
る
。
次
に

該
当
す
る
土
地
を
所
有
し
て
い

る
方
は
、

二
月

一
日
ま
で
に
申

告
を
。

マ
申
告
を
必
要
と
す
る
土
地

①
平
成
6
年
1
月
2
日
か
ら
平

成

7
年
1
月
1
日
ま
で
に
農

地
・
山
林
等
を
転
用
し
、
ま
た

は
住
宅
用
地
以
外
の
宅
地
か
ら

住
宅
用
地
と
な
っ
た
も
の

②
前
記
と
同
じ
期
聞
に
、
住
宅

用
地
か
ら
非
住
宅
用
地
と
な
っ

た
も
の

マ
問
い
合
わ
せ
先

資
産
税
課

土
地
係
(
内
線
二
八
八

特
別
土
地
保
有
税

マ

対

象

①
1
月
1
日
現
在
、

市
内
に
一
千
平
方

M
以
上
の
土

地
、
ま
た
は
市
街
化
区
域
内
に

三
百
三
十
平
方
肘
以
上
の
一
団

の
土
地
の
所
有
者
(
申
告
納
付

期
限
は
5
月
白
日
)

②
1
月
1
日
ま
た
は
7
月
1
日

を
基
準
日
と
し
て
、
基
準
日
前

1
年
間
に
合
計
で
市
内
に
一
千

平
方
針
以
上
の
土
地
を
取
得
さ

れ
た
方
(
申
告
納
付
期
限
は
2

月
末
日
ま
た
は
8
月
白
日
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

土
地
係
(
内
線
二
九

O
)

道
路
は
非
課
税

公
衆
周
辺
路
と
し
て
使
用
さ

は
税
務
署
に
お
尋
ね
を

償
却
資
産
の
申
告

市
内
に
償
却
資
産
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、

一
月
一
日
現
在

の
償
却
資
産
を
申
告
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一

月
三
十
一
日
ま
で
に
申
告
を
。

マ
対
象
土
地
・
家
屋
を
除
く

事
業
用
有
形
資
産
(
備
品
・
工

具
・
機
械
装
置
な
ど
)
で
、

そ

の
減
価
償
却
費
が
所
得
計
算
上

損
金
、
ま
た
は
必
要
経
費
と
し

て
算
入
さ
れ
る
も
の
。
た
だ
し
、

自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
が
探

せ
ら
れ
て
い
る
車
両
は
除
く

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

償
却
資
産
係
(
内
線
二
九
二

家
を
壊
し
た
人

家
屋
を
壊
し
た
場
合
は
必
ず

連
絡
を
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
ご
注
意
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

家
屋
係
(内
線
二
八
七
)

れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者
は
、

そ
の
道
路
部
分
を
分
錯
し
、
登

記
が
完
了
し
た
と
き
に
市
に
届

廿
出
て
い
た
だ
き
た
い
。

調
査
の
う
え
要
件
を
満
た
す

土
地
に
限
り
翌
年
度
か
ら
非
課

税
と
な
る
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

土
地
係
(
内
線
二
八
八
)

F・1月納期の市税 ω 手妻史料・・ァ
.対象税等

・国民健康保険税 (第 8期)

・国民 年金保険料 {第10期〉

・消掃し尿従塁手数料 {第10期)

4砂納期最終日 1月31日(火)

~(]う院m
2月3日後)
午後6時30分開演

中央公民館
神奈川フィルJ¥ーモ
ニー管弦楽団

曲目モーツアルト
・歌劇 「フィガ口の結婚」序曲
・クラリネット協奏曲イ長調K622 
・交響曲第38番ニ長調「プラJ¥J K 504 

-~:::Itt一
日時

わ〕了二

場
奏

会

演

防災義演会
2月5日(日)
午前10時"'12時

会場中央公民館

演題大地震その時どうする

講師 防災アドバイザー

山村武彦氏

※入場は自由

日時

〈申し込み方法〉はがきに住所、氏名、年齢、電話番号を記入のうえ、「〒

254平塚市追分1-20 中央公民館jへ申し込みを。はがき 1人1枚、先着700
人。対象は中学生以上。詳し くは中央公民館(電話34-2111)へ。防 災課(内線357)※問 い合 わせ

〈山村武彦プロフィーlレ〉
昭和39年 10月早稲田大学文 学 部 を 中 返 し て
「優光社」 を重量立。小田原本祉のほか東京支

社、 相町浜支1苫などがあ る。防災倉庫などのオ
リジナル商品の開発・販売。年間売上高約14
0慮2000万円。 従業員35人。
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後務総降級鋭敏物多
多腸勿場;ム男グシ弘錫男勿場姦錫募多
1.人件費(普通会計決算)

区 分
住民釜本台帳

歳出額A 実質収支 人件費B
人件費率

人口(年度末) (B/A) 

平成 平成6年3月3旧 千円 千円 千円 % 

5年度 249，896人 79，929，037 3，095，740 17，509，817 21.9 

一般行政職等の級別職員数の状況(平成 6年 4月 1日現在)

区 分 l 級 2級 3級 4 級 5級 6 級 7 級 8級 技労職

標準的な 主事捕
主事 主任 邸主査

係長 課長補佐 課長 部長 技能職

職務内容 技師捕 主査 邸主幹 課長代理 参事 労務職

職員 数 46人 204人12人 103人 174人 254人 210人 71人 551人

構成 比 2.7% 12.1% ~.3% 6.1% 0.3% 15.1% 12.5% 4.2% 32.7% 

6. 

※平塚市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数。標準的な
職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名をいう。

7.特別昇給の状況
※人件費には、特別般に支給される給料、報酬等を含む。

給 与 聖堂
一人当た

職員数 計
区分

A 
期末・勤勉 B 

り給与費
絵 料 総長手当

手当 (B/A) 

平成 千円 千円 千円 千円 千円

6~手度 1，877人 7，705，486 2，752，817 4，156，517 14，614，820 7，786 

2.職員給与費の状況(普通会計予算)区 分 合計 一般行政職 技能労務職

職員数 (A) 1，661人 1，105人 556人

平成 普通昇給期聞を短縮して
17人 6人 11人

5年度 昇給した職員数 (B)

比率 (B)/(A) 1% 0.5% 2% 

※①職員手当には、退職手当を含まない。@胎与itは、当初予算に計上された額。
8.職員手当の状況

3.職員の平均給料月額および平均年齢の状況(平成6年4月i日現在)

一 般 ff 政 職 技 書E 労 務 職 |

区 分
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

平塚市 343，977円 4l.1歳 318，776円 46.6歳 !

国 291，258円 38.7歳 268，502円

区 分 会 職 種 l

職員全体に占める支給対象職員の割合 69.7% 
特 手

支給対象職員l人当たり平均支給年額(5年度決算) 230，534円
殊

手当の種類(手当数) 36種類
動

務当
代表的な手当の名称・・・・・・医師手当、清掃作業手当、現場作業

手当、下水道施設作業手当、災害等
出動手当

4.職員の初任給の状況 (平成6年 4月 1日現在)

平 塚 市 国

区 分 決定 採用2年経過 採用2年経過

初任給 給 料 月 額
決定初任給

給料月額

大学卒 175，200円 188，400円
I種 179，200円 191，400円

一般 11種 164，900門 178，400円
行政戦

高校卒 146，800円 161，600円 III種 134，900円 144，200円

技能 22歳
161，600円 175，200円

労務職 (甲表)

5.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況{平成6月4月1日現在)

区 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

大学卒 263，000円 305，300円 361，000円
一般行政職

高校卒 216，300円 263，000円 322，900円

技能労務職 22歳就職 230，200円 289，100円 328，900円

区 分 平 塚 市 国

配偶者 16，700円 16，000円

扶 配偶者以外の扶養
6，800円 5，500円

獲 親族のうち2人まで

手 配偶者のない職員

当
の扶養親族のうち 11，200円 11，000円

1人

その他の扶養親族 2，000円 2，000円

住 居 手 当 32，200円限度 27，000門限度

通 勤 手 当
交通機関利用者実費 45，000円限度

片道1.5km以上 片道 2km以上

(平成 6年 4月 1日現在)

1，231，379千円額総給支

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している場合
は、採用後の年数をいう。

481千円
職員 1人当たり

平均支給年額

花水橋から見る

丹沢連峰
小野寺久美子さん(山下)

山
下
に
移
り
住
ん
で
、
早

二
十
五
年
。
自
然
に
恵
ま
れ
、

買
い
物
に
も
事
欠
か
な
い
良

い
所
で
す
。

に
ぎ
や
か
な
街

ま
で
は
、
散
歩
が
て
ら
四
十

分
ほ
ど
。
私
は
、
そ
の
時
通

る
花
水
橋
か
ら
眺
め
る
景
色

が
大
好
き
で
す
。

S
字
に
曲
が
っ
た
花
水

川
、
そ
の
は
る
か
彼
方
に
横

た
わ
る
大
山
や
丹
沢
連
峰
。

そ
し
て
、
山
の
背
の
果
て
し

な
い
大
空
。
特
に
早
朝
が
良

い
。
静
か
で
空
気
が
澄
ん
で

い
て
、
景
色
を
邪
魔
す
る
電

線
な
ど
が
な
い
の
も
こ
の
場

所
な
ら
で
は
。
写
真
や
絵
の

良
い
ア
ン
グ
ル
に
な
り
そ
う

で
す
。一

、
二
月
の
寒
い
こ
ろ
は
、

こ
と
の
ほ
か
紫
晴
ら
し
い
。

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

雪
化
粧
し
た
山
々
が
今
登
ら

ん
と
す
る
朝
日
に
赤
く
染
ま

る
様
は
、

巨
大
な
彫
刻
で
も

見
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

ま
た
、
丹
沢
の
山
の
様
子

で
、
そ
の
日
の
天
気
も
わ
か

り
ま
す
。
朝
主
人
を
車
で
駅

ま
で
送
る
途
中
、
必
ず
丹
沢

の
山
々
に
目
を
や
り
ま
す
。

霧
で
見
え
な
い
と
き
は
雨
、

上
空
に
少
し
で
も
背
空
が
見

え
る
と
回
復
、
早
朝
か
ら
背

空
が
広
が
っ
て
い
れ
ば
、
文

句
な
し
の
快
晴
と
い
う
具
合

で
す
。南

に
は
硬
か
い
太
平
洋
、

そ
し
て
北
に
は
丹
沢
山
塊
が

冷
た
い
北
風
を
遮
っ
て
く
れ

て
い
る
温
暖
な
湘
南
地
区
。

こ
の
橋
を
通
る
度
に
、
平
塚

に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
幸
せ

を
感
じ
て
い
ま
す
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
送
り
く
だ

さ
い
。

〈送
り
先
v
-T
m
平
塚
市
浅

間
町
9

|
1

平
塚
市
企
画

部
広
報
広
聴
課
「
私
の
好
き

な
散
歩
道
」
係
。

老人クラブヘ、ぜひ入会を
平塚市老人クラブ連合会は、高齢者

自らの幸せを高めることを目的に、た

だいま、172クラブ10，400余人の会員が

いる。高齢化をめぐる諸問題の中で、

共に楽しい仲間づくりをするために、

現在 1人でも多くの会員を募集してい

る。魅力ある長寿社会建設のため、老

人クラブにご協力を。

。入会資格市内在住の60歳以上の人

。会 費月100円程度

。入会方法 お近くの老人クラブに申

し込みを

わたしの生き方、働き方

2月14日(火)

勤労会館

石川みゆきさん

わたしの生き方、働き方

-入場は無料。保育室を用意するので、
希望される方はご連絡を。駐車場がな
いので、車でのご来場はと遠慮を。

※問い合わせ勤労会館電話32-3355

午後6時"""8時

労働セミナー

日時

場

師

演

~ 
~ 

講

講

内線29電話33-2333平塚市老人クラブ迎合会事務局※問い合わせ

〈石川みゆきプロフィーJレ〉フリーアナ
ウンサー、ニッポン放送 「高島秀ー武のお早ょ
う f中年探偵団」で活蹴中。
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平 成6年度の主な事業 区 分 平塚市 神奈川県

支給対象地場 全地域 全地域

銅 支給率 10% 10% 

整 支総対象駿員
全職員

2，560人
手

支給対象職員当
l人当たり

411，506円
平均支給年額

(5年度決算)

平塚市 国

区 分 {平成 5年度支給割合) (平成5年度支給割合)

期末 勤勉 期末 勤勉

3月期 0.52月分 0.5月分

期末・勤勉手当
6月期 1.65月分 0.6月分 1.6月分 0.6月分

12月期 2.10月分 0.6月分 2.0月分 0.6月分

計 4.27月分 1.2月分Li.:.!月分 1.2月分

職員数何年4n 1日現在}

税務職nn1 2560人

広緑ひらつか

区 分
平塚市 国

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

支
勤続20年 21.0月分 35.28月分 21. 0月分 28.875月分

給
勤続25年 33.75月分 45.36月分 33.75月分 44.55月分

成平職退 E事
勤続35年 47.5月分 62.7月分 47.5月分 62.7月分 |

最高限度額 62.7月分 62.7月分 60.0月分 62.7月分
5手

度年当 その他の加算措置
定年前早期退職特例措置 定年前早期退職特例措置ト

(2.5~12.5%加算) (2 ~20%加算)

退職時特別昇給 勤続10年以上20年未満… l号給 退職時特別昇給・ l号俸|
勤続20年以上……H ・H ・...2号給

5年度退職手当職員i人当たり 自己都合 勧奨・定年

平均支給額 (5年度決算)(全職種) 1，522千円 23，721千円

平均勤続年数 5.3年 30.1年

単
一盛
怨
繍
繍
崎
町

一第
一

平
成
六
年
度
当
初
予
算
の
全
競
輪
事
業
会
計
で
実
績
補
正
等

会
計
の
合
計
は
、
一
千
五
百
九
の
八
十
四
億
三
千
万
円
余
り
、

億
六
千
九
十
六
万
四
千
円
で
あ
下
水
道
事
業
会
計
で
十
五
億
円

っ
た
。
そ
の
後
、
一
般
会
計
で
余
り
な
ど
合
計
百
十
六
億
三
千

は
遠
藤
原

一
般
廃
棄
物
最
終
処
八
十
三
万
円
を
補
正
し
た
。

分
場
第
二
期
整
備
事
業
、
道
路
こ
れ
ら
の
補
正
額
を
加
え
た

新
設
改
良
事
業
等
で
十
六
億
三
九
月
末
日
に
お
げ
る
全
会
計
の

千
万
円
余
り
、
特
別
会
計
で
は
予
算
額
の
合
計
は
、
一
千
六
百

二
十
五
億
九
千
百
七
十
九
万
四

千
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、

当

初
予
算
比
で
七

・
七
軒
の
伸
び

と
な
り
、
前
年
同
期
比
で
は

四
・
四
軒
、
六
十
九
億
一
千
二

百
七
十
九
万
円
の
増
と
な
る
。

な
お
、
一
般
会
計
の
九
月
末

日
の
予
算
総
額
は
七
百
三
十
二

億
六
千
七
百
二
十
五
万
五
千
円

で
、
前
年
同
期
に
比
べ
一
・
七

軒
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

7億 8，847万円
6億 6，429万円
4億 7，000万円
3億 8，414万円

2億 4，194万円

6億0，800万円
1億 8，825万円

I億 0，500万円

12億 2，018万円

12億 1，270万円

9億 3，616万円
3億 9，473万円

2億 8，287万円

平成フ年寸月寸 5日(5) 

21億 8，414万円

6億 1.891万円

4億 8，445万円

す
職
員
の
給
与
状
況
表
の
見
方

①
1
襲、

2
表
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
比
較
し
や
す
い
普
通
会

計
に
よ
っ
て
い
る
。

②
3
表、

6
表、

7
表
に
つ
い
て
は
、
自
治
省
の
給
与
実
態
調
査

資
料
に
よ
る
一
般
行
政
職
に
技
能
労
務
職
を
加
え
て
い
る
。

③
8
表
に
つ
い
て
は
、
全
職
員
を
ベ
1
ス
に
し
て
い
る
。

9、特別職の報酬等の状況(平成6年 4月 l日現在)

区 分 平 塚 市

市 長 1，016，000円

事会料(月額) 助 役 842，000円

収入役 735，000円|

議 長 621，000円

報酬(月額) 副議長 545，000円

議 員 505，000円

市 長 3月期 0.5月分

助 役 6月期 2.21月分
期末手当

収入役 12月期 2.70月分
(5年度支給都合)

計 5.41月分

議会関係も同様の支給割合

(部門別職員数の状況・各年4月 1日現在)
駿員数

平成 5年

1225人

門

10、定員の状況

部

…一肌
平成 4年

1208人一般行政部門

619人特別行政(教育、消防)部門

公営企然苦手会計{病院、 f c')n I I 
下水道事淡、競輪場等)部門I 639人 I 645人

総計 I 2466人 I 2514人

|条例で定められた職員定数I 2515人 I 2610人 I 2610人
職員数は一般職に腐する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
派遣職員などを含み、臨時または非常勤職日を除いている。

645人

660人

2560人

644人

平 成 6年度各会計別予算
何年9月末現在)

会計別 予算額(万円単位に四捨五入)

一般会計 7271意7.990万円

特別会計 788億3.682万円

・競輪事業会計 388億 1，632万円

・国民健康保険事業会計 109億 2，861万円

・都市改造事業会計 2億 4，870万円

・下水道事業会計 154億 3，051万円

・都市施設用地取得事業会計 15億 2，287万円

・食肉センター会計 1億 6，900万円

・交通災主主共済事業会計 6.200万円

・水産物地方却売市場事業会計 3，060万円

・総合公闘用地取得都業会計 8億 5，209万円

・老人保健医療事業会計 107億 7.612万円

病院事業会計 109億 5.600万円

合計 1.625億9.179万円

訳内算略
法

==ロ
U
，E

A
E
そ

3

般

市民1人当たり
の 予算と市税

、E
B
E
E
S

，，r

現
そ
現
口

目

、

臼

人

宋
を
米
を
の

月
額
月
額
も

9
担

9
算
た

は
負
は
予
つ

税
の
他
の
割

市
在
の
在
で

J
'
'
E
B
E
E
-

、

〔生活・福祉環境づくり〕
・仮称南部福祉会館等複合施
諮該笠設喜男~(6~7 年度議鋭的

・火葬場重度備事業 (4~ 6年

度継続)

・老人福祉施設入所委託経費
.遠藤原一般廃棄物最終処分
場第 2期監備事業 (6~8 

年度継続)

・ごみ収集経費
〔産業・経済環湧づくり〕
.漁港艶備・利用調監事業
.中小企業金融対策経資
-勤労者金融対策事業
・宝町ショッピングモール整
備事業

-農業部境総合整備事業
〔教育・文化環境づくり〕
・金目小学校校舎新改築事業
.大野子どもの家主笠備事業
-平塚市文化振興基金積立金
〔都市環境づくり〕
・公共下水道事業 154億 3，051万円
・都市計画街路整備事業(八 17億 2.667万円
幡神社土産線、臼向岡トン
ネル、平塚山下線など)

・公園用地取得事業(金目親
水 ・仮称北金目・なでしこ・
耳土大塚山等)

・幹線道路皇室備事業(金目神
戸線、其土金回線)

・湘南平ピューランドプラン
21経質 (5~6 年度継続)

税市

95.243円

dl轟
民生費教育費土木 費

70.872円

4・4・・・・・・・・・4・・・・4・・・・...........~・・・・.・・・4・・・・・・・・・4・.....~・4・.~・.・・・..・・・4砂・4・・・
/色 ......-.... : ・定.Q 20人 (多到し.....・........... AA，癒7à.. ~司、 倫パ7'1:_申し込み往復はがきに住所・氏名・
: じゃ-~町ヨ~・・・I. '''~“ a温醤盟通4・・.一司弘 、遺拡I~ : 電話脅号を記入のうえ、博物館「日時

白川、.，~~.，.~ 函~・色、 ;計を作ろう」係へ
主〓シ二dで竺 1"~ " ........・・・ :・申込期限 1月20日(金)

司、， 事長与ι“二， ， ... 司Fン~ ・・‘:司. :0開館時間 9 時~16時50分
一 閥 、ー〆 M40 . ， jO休館日毎週間、月末

・ 一 :0博 物 館

~ ~・.・・4・・.・・・.~・4・・・・..・・・・・・・・・・・4・.・・4・ : 〒254浅間町12ー41

:0中央図書館 j 本間コレクションのうち、今回は木

干 254浅間町12-41 電 話31ー0415 ・地だるまをはじめ、だるま絵の描かれ

:0北図・館 :たこけし、こま、各粗木地玩具を展示。

〒254回村5155- 1 篭 話53-1232 :・期限 1月29日(日)まで
i会市民アートギャラリー:0西図書館 : @ r生物部門:津久井湖・相模湖のプ

干 254山下760- 3 電話36-3555 :ランク トンJ : 【品希るパッチワーク展】

悌久井湖・相模湖に生息するプラン:・期間 1月18日 (水) ~22 日

~IEE・E凋・E言書 ;クトンを写真パネルで展示。 【岡村工房陶芸教室展】
-期間 2月 1日(水) ~26日{回)

うきん子供脅初め展】
j会プラネタリウム「地球のしっぽJ :会星を見る会「冬の星座J

図お館では、中央館186タイトル、北 : : :・期間 2月 3日(金)~ 5日

館 122タイトル、西館149タイトルの雑 j ・投影臼 1月14日(土) ~3 月 12 日 :・日時 1 月 27日(金)19時~20時30分. 【供笑の会展】

誌を購入している。いずれも最新号は: (臼)の土・日曜日 :・会場 博物館屋上(科学教室集合) :・期間 2月 3日(金) ~5 日

借りられないが、パックナンバーは借:・時間 11時と 14時の 2回 :・参加 自由(袋・雨天時中止) : 【波の子造形教室作品展】

りられる。どうぞ、ご利用を。 ・観 覧 料 100円 ;食体験学習「日時計を作ろうJ ~・期間 2月 8日(水) ~14 日(火)
O開館時間火~日曜日 9 時~16時50 ・ : -'"T-，?，A ~ 1==1 1.... ~".J J.i I '-0:- I r -_， ..." .J 0開館時間 9 時30分~16時50分

:会寄贈品コーナー
分(金曜日のみ、中央館の貸出室と参: j ・日時 2月 5日(日) 9 時~12時 :0休館日 毎週月晒日

考室は 9 時~18時50分) : @ r学校教育部門本間コレクション :・会場博物館科学教室 :0美術館

。休館日 毎週月曜日、月末 : (木地玩具)J ・参加費 200円 i 〒254西八幡1-1-3 電話35-2111

.・.・・・・・・4砂・・....~・・...~・.・4・・・.・.・4・・・4・・4砂。.~・・・.・・・・.・・・4・..・・・4・4・4・.・・・・・4・・.~・

10，374円

E悶・・E言ヨ・E雪ヨ

37，726円

会映画会

@ 1月22日 {日) 10時、 14時、中央館

プロヴァンス物語ーマルセJレのお城

包括33-5111

E3・.D11・a:i蓮
(臼)

会ビデオ映画会

@ 1月29日(日) 10時、 14時、中央館

そんごくう、くるみわり人形

。 2月 5日(臼) 10時、 14時、中央館

もも太郎、かさじぞう、コロンブス、

一休

。 2月12日 (日) 10時、 14時、中央館

いっすん法師、つるの恩がえし、ラ

イト兄弟、べーブルース

会雑誌のご利用を
(日)

(臼)

(日)
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